
令和5年1月11日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

0

保護者アンケート「子ど
もは、勉強が分かり、学
力が付いている。」の肯
定的な評価（４段階上
位２位）の割合

４：８５％以上

３：８０％以上

２：７５％以上

１：７５％未満
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Ｃ

Ｄ

３：

２：

4
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目標に対する成果指標

２：

4

Ｂ

学校関係者記入欄

令和４年度　大田区立萩中小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

児童数は２４４名で、９学級である。教員数は１６名で、教員経験年数１０年未満が、全体の半数以上である。
　①児童は、「萩中小１０の約束」を基に生活し、規範意識のある行動や授業規律が保たれている。
　②学校自然園や萩中公園などの自然環境を生かした学習活動、登校班による集団登校や縦割り班活動、ボランティアによる学校支援が充実している。
　③「理科教育推進拠点校」「令和３・４年度 大田区教育委員会教育研究推進校」として、理科教育の充実を図ることを重点に研究に取り組む。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

【追加】学年ごとの週ごとの指導計画の作
成により、教材研究を行い、組織的に授業
改善に取り組む。

１：

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

目標 取組指標

3

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

3

・学力向上への取組に対する成果は大変
素晴らしい。
・今後とも、保護者とコミュニケーションを
取り、推進していただきたい。
・理科教育も工夫して取り組まれているこ
とがわかりました。研究推進校としてのご
努力は先生各位に感謝いたします。
・国際都市羽田の学校として英語の学習
強化が望まれる。
・研究発表も本当に普通の状況で先生方
に子ども達にもやらせてあげたかったと
思う。理科教育推進拠点校として、また自
然園や近くに多摩川の土手があったりす
る

◎保護者アンケート「勉強が分かり、学力が付いている」の項
目では、４段階評価の上位２位の割合は、前年度８５．４％か
ら９４．８％となった。

・個人面談では、大田区学習効果測定の結果などをもとに、
児童一人一人のつまずきや、できていることについて丁寧な
説明ができた。
・毎週放課後の算数補習、年４回の土曜日補習を通して、学
習への戸惑いのある児童に手厚く指導することができた。
・授業改善推進プランを各学年、各教科主任が全体に発表し
て全教員で成果と課題を確認した。ホームページや保護者会
を通して、各学年の取組を丁寧に説明した。
・校内研究では、研究主任が中心となり、「令和３・４年度 大
田区教育委員会教育研究推進校」「理科教育推進拠点校」と
して研究授業・協議などを行い、文部科学省の教科調査官を
招へいし、授業改善に取り組んだ。１０月１４日に研究発表会
を実施した。

４：

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

保護者アンケート「児童
は自分の考えを表現し
ている」の肯定的な評
価（４段階上位２位）の
割合

４：８５％以上

３：８０％以上

２：７５％以上

１：７５％未満

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

・伝統文化を重んじ、タブレットで双方向
の学習を重んじた。また、人材教育を必
ず行っていることは良い。理科に関して
は、継続が望ましい。
・学習発表会もこの厳しい状況下でよく考
えられ、工夫されていたと思う。理科の授
業でも、タブレットを使用しているところを
見た。電子黒板を含め、ICT機器関係で
は、中学よりも上手に活用している印象
をもった。
・萩中の教育は、とても良いと感じてい
る。理科の特化等を通じて、児童数の増
加につなげていきたい。
・児童が地域の人達により多く自分達の
意見を発表できる機会づくりに取り組ん
で欲しい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

Ｂ 1

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

１：

Ｄ 0【追加】理科教育推進拠点校、推進校とし
て、校内研究と連動した授業改善に励み、
理科教育の充実を図る。

4

3

◎保護者アンケート「児童は自分の考えを表現している」の項目で
は、４段階評価の上位２位の割合は、前年度８３．６％から８１．
７％となった。

・児童の発言する機会を意図的に多く設定し、対話を重視してきた
ことにより、児童は臆することなく自分の考えを自信をもって言うこ
とが日常化してきた。
・地域の教育資源を生かした学習活動を行い、第５学年は生け花
や風呂敷などの伝統文化に関する授業を実施し、学習発表会で
保護者等に発表した。
・ICT支援員と連携して、タブレットを活用し、互いの考えを共有す
る双方向の学習活動を取り入れたり、タブレットの使用を一律でな
く自分で選択して取り組んだりし、児童の使いこなす姿が全校的
に見られる。
・月１回、朝の時間に、「人権教育の時間」を学年単位で必ず実施
した。また、人権集会を行い、人権標語や人権ポスターを作成し、
校内に掲示した。
・時期によって、学年別の体育朝会、３学年ごとのマラソン朝会を
実施し、体力向上を図る運動や多様な動きをつくるための運動を
実施した。
・理科の研究に取り組み、第６学年児童の大田区学習効果測定
（理科）の結果では、経年３年間で右肩上がりであった。研究発表
会では、全学級による公開授業を行った。

Ａ 3



４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「日常的に指導できた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：

保護者アンケート「教職
員は、健康で安全な学
校生活を送るための指
導をしている。」の肯定
的な評価（４段階上位２
位）の割合

４：９５％以上

３：９０％以上

２：８５％以上

１：８５％未満

Ａ

２：

１：

B

◎保護者アンケート「健康で安全な生活を送るための指導を
している。」の項目で、４段階評価の上位２位の割合は、前年
度９６．５％から９７．５％であった。

・養護教諭が進んで、ケガや病気の予防に関する資料を保護
者に配布したり、直接児童に指導したりする取組を行ってい
る。
・休み時間は、教員も校庭に出て児童と運動するなどしてふ
れあい、児童理解につなげていた。
・生活リズム調査を学期ごとに１週間に渡って行うことで、児
童の生活習慣を把握し、指導や改善に当たることができた。
また、望ましい生活習慣への意識が高まった。

0

3

1

0

0

４：

0

0

３：

２：

４：

3

1

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

保護者アンケート「児童
は元気よく挨拶をしてい
る」と回答した割合（４段
階上位２位）

４：８０％以上

３：７５％以上

２：７０％以上

１：７０％未満

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

保護者アンケート「教職
員は、子どもの学習意
欲を引き出す手だてを
工夫している。」の肯定
的な評価（４段階上位２
位）の割合

４：９５％以上

３：９０％以上

２：８５％以上

１：８５％未満

3

4

3

4

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

3

4

Ｃ

Ａ

Ｂ

4

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

【追加】「萩中小１０の約束」の日々の徹底
により、規範意識を育む指導を行う。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

【追加】環境整備部が中心となり、教室や廊
下、階段などの掲示内容を定め、意図的・
計画的に環境を整える。

【追加】体育授業地区公開講座等を開催
し、児童が運動への関心を高めて楽しさを
感じ、進んで運動に取り組む意欲を高め
る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

4

4

4

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

4

0

１：

・町で児童に会うと会釈したり、挨拶をし
てくれたりします。指導が行き届いている
と感じています。
・つい先日も中学校だけでなく、小学校で
も不登校の子どもが増えている話を聞い
た。小中一貫に対しての取組、普段から
の細かなことの積み重ねや情報の共有、
共通認識が大事だと思う。
・小中一貫行事の拡大がのぞまれる。
・自己有用性を高めるためには、地域と
の連携が有効である。

・学校だよりの中で、養護教諭や栄養士
の方からのお話や情報は楽しく読めて参
考にもなっている。
・校庭で元気な姿を見ているが、コロナ禍
の中での生活環境を考えると、安らぎを
感じられる時だった。
・児童にとって小学校生活は基礎学力の
向上とともに、基礎体力を育てる大切な
時期でもある。
・地域活動はコロナで参加が少なくなって
きていますが、家で習慣になる様なプロ
グラムが望ましい。

・全体的に落ち着いているクラスが多く、
子ども達との関係もしっかりと出来ている
印象を受ける。
・個人的に近隣の学校を訪れる機会が多
かったが、職員室に入った時の雰囲気は
萩中が一番良かった。
・教室内、廊下の掲示もとても良く出来て
いて、子ども一人一人の特性がとらえら
れていた。
・校内掲示は労力が伴い、大変な作業で
すが、保護者にとって児童の様子を知る
手段なので、これからもお願いした。
・校長先生はじめ、教員の取り組みが大
いに評価できる。

3

3

2

3

◎保護者アンケート「自分からすすんで挨拶をしている」の項目で
は、４段階評価の上位２位の割合は、前年度７７．８％から７７．
９％となった。

・小中一貫教育の日には、近隣小学校３校と近隣中学校１校によ
り、生活指導上の情報交換を行い、情報共有している。
・長期休業中に道徳教育推進教師を中心に研修を行い、２月に道
徳授業地区公開講座を行う。
・児童メンタルヘルス調査後、該当事項に当てはまる児童と面談
を行う。児童に寄り添うことで児童の悩みなどを詳しく知ることがで
きている。
・校内で毎週木曜日に生活指導連絡会を行い、配慮を要する児童
などを報告し合い、全職員で情報共有している。必要に応じて、管
理職が面談などを行っている。
・夏季校内教員研修会で、いじめとはどのようなものか、じっくり考
える時間をもち、いじめの未然防止、早期発見・早期解決の重要
性を改めて確認できる場となった。
・日頃からの児童のよりよい人間関係の構築と、修復時の適切な
対応について、若手を含め全教員で共通理解した。
・「萩中１０の約束」は児童が完全に理解しているため、児童同士
で注意する環境ができている。そのため、約束を守れなかった児
童はすぐに担任に連絡が行き、早い段階で指導ができているの
で、規範意識を育むことができている。

4

3

3

4

◎保護者アンケート「教職員は、子どもの学習意欲を引き出す手
だてを工夫している。」の項目で、４段階評価の上位２位の割合
は、前年度９５．３％から９５．８％であった。

・授業力を高めたいという意欲ある教員が多く、先輩教員などから
日常的に学んでいる。管理職からは児童の様子を通して指導を行
うなどしている。
・区内研究発表会を参観した教員が自校の連絡会で報告したり、
校内研修を開催したりし伝達することができた。
・月１回の特別支援教育校内委員会を行い、サポートルームの巡
回教員、スクールカウンセラー、特別支援コーディネーター、養護
教諭、各担任、管理職での情報交換を日常的に行うことができ
た。また、具体的な個別の支援方法を提案したり、職員会議で共
有したりして、細かな支援に取り組むことができた。
・季節や各学年の活動に合わせ、教室や廊下、階段の掲示内容
を意図的・計画的に整えることができた。学校公開や保護者会な
ど、保護者が来校する機会に合わせて、日頃の児童の様子が伝
わるような掲示を行った。

３：

２：

１：



4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な

っ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

3

保護者アンケート「学校
は、教育方針や教育活
動を保護者に分かりや
すく伝えている。」の肯
定的な評価（４段階上
位２位）の割合

４：９５％以上

３：９０％以上

２：８５％以上

１：８５％未満

４：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

◎保護者アンケートにより、「教育方針や教育活動を保護者に分
かりやすく伝えている。」の項目で、４段階評価の上位２位の割合
は、前年度９５．３％から９３．３％であった。

・学校ホームページを最大限に活用し、毎日の教育活動を写真と
説明付きで更新してきた。また、コロナ不安で休む児童には、学級
での活動や教室の黒板などをライブ配信した。
学校生活の様子を毎日記事にして更新した。また、例年のように
来校できない保護者や地域の方々に向け、行事の様子や日常の
学習の様子を動画で紹介した。
・地域教育連絡協議会は、１学期授業参観・協議会、２学期学校
行事参観・協議会として行った。その他にも、運動会や小中高音
楽交流会などの参観の機会をもった。３学期は授業参観・協議会
として開催する。
・学校支援地域本部を中心に図書や家庭科、ガーデニングなどの
ボランティア活動の支援が充実した。また、地域力を生かした活動
として５年では、風呂敷や生け花など伝統文化の活動を行った。
今年度もゲストティーチャーを招き、講演や実技体験を通して学習
を深めることができた。

・今年度も、学校の授業参観の機会が少
なく評価は難しいが、協議会の委員に行
事等の案内もあり、協議会の中では情報
をしっかりと伝えられていたと感じる。
・学校だよりやホームページに加え、とて
もいい取り組みをたくさんやられているの
で、協議会委員により多く伝えていただく
ことで、我々からも発信していけると思う。
・コロナでしばらく学校に行けない時期が
ありましたが、久しぶりに学校の様子を見
ることができました。
・学校行事に地域の人を参加させること
は、地域の活性化につながると思いま
す。
・地域において学校の取り組みはわかり
にくいところがあり、ポストコロナに向けて
外にもっとアピールしていく必要がある。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

1

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

3

３：

4

【追加】配信メールを活用し、学校からの必
要な情報を迅速かつ正確に伝える。また、
学級からの学級通信や担任からの電話連
絡を日々行う。

２：

１：

3

0

Ａ

B

2

2


